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　われわれぽ前報1）で，　glycerol筋に対するadre－
naline（以下Adr．と略す）及びmonoiodoacetic
acid（以下MIAと略す）のATP短縮抑制作用を
多：方面から考察し，こればactomyosin（AM）糸の
伸展或V・ぱAMのhysteresis除去効果と本質的
に同一の現象の異なる面からの襯察と考えるに：致
つた。さらtk別報2）で，それ等の試藥がglycerol
筋を紳犯するのを報告した。　　　　　　　。
　本論：文ぽ，Adr．並びにMIAと宮lycero1筋の
hysteresisとの関係を詳細に楡討したa
．実験方法
　1．glycerol筋：前報3）と同じ方法で低温glycerol処
理した家兎腰筋線維を用う。glycerol筋は室温の蒸溜水で
glycerolを洗い，細針で径0．2～0．3　mm，長さ40　mmに
分けて実瞼に供した。
　2．ATP液：家兎からSzen七一Gyδrgyi4）の：方法”σ精
製分離したBa塩を用う。　前報2）まではATPの純度を考
慮に入Xしず，ATP－Ba塩の重量百分傘から溶液を作った。
しかし，本実瞼では7分Pを測定し，それがすべてATP
に山來するものとして濃度を規定：した。ATPの濃度は4×
10『3M（0．2％）とした。またATP液のNa濃度は0．07，
0．1，0．2，0。3，0．4M‘各溶液ともに0．00ユ5MMgCIL・を含F
む）の5種別用いた。
　3．被丁丁＝
　　a）　adrenaline　：　lo－3　M；　5×10－fM
　　b）monoiodoacetic　acid：10－e　M，10一：1　M
　　c）　Na－pyrophosphate　：　O．I　M，
各腰物は蒸溜水に溶解した。
　4．実験操作：A．G．　Szent－Gyδrgyi5）の方法rこ從い，　．
分離した筋線維を時計ll凪に探った被検晒物液中に4分間浸
す。かかる筋線維を洗うことなしにATP液に3分間浸し，
その短縮度合を検した。筋線維の測定法並びに短縮索の表
現はすべて前駆3）に同じ。なお，対照として蒸溜水申で分
離した筋線維を直ちにATP液に侵した。
実験成績．
　1．glycerol筋をAT？液に浸すと塩濃度0．07～0．4　M
のlmですべて最大短縮を來たす。またglycerol筋の煙紺
速度も蓮い。
　2．Adr．：図で見る如く，5XIO－4MAdr。で前処置し
た筋線維を’ATP液に浸すと短縮抑制が見られる。殊に低
塩濃度並びに高塩濃度ATP液で9NiliiJが若明である。
　3．MIA：　10’：l　M　MIAで前処蹄した筋線維は，　ATP
液の塩濃度が0．1Mのときは最大短縮を來たすが，塩濃度が
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　　　　　　　　　　　　　　　　とMonoiodoacetic　Acidの影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．Szent－Gy6rgyiの成績と相盤する。しかし別報7）にも指
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘した如く，glycerol筋のATPに対する作用は実瞼方法，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殊に荷重の有無によりかなり相濫するものである。本成績
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高くなると漸≡欠短縮抑制を見る。また塩濃度が低くO．07　M
めときも短縦抑制を來たした。
　4．pyrophosphate：0・I　M　Na－pyrophosphateで前
処羅した筋線維のATP液による短縮は，大体前記MIAの
場合に等しい。但し，塩濃度の高いATP液による短紺は
前省’より撃塗く夢｝躍訓さ才しる。
　，5．前記藥物の濃度を商くすると，ATP液による短紺は
塩濃度に関係なく若明に抑制される。しかし，それでもな
お20％前後の短縦傘を示した。
　6。呪物を作川させたglyeerol筋のATP液による短
縮の速度は緩徐である。
総括並びに考按
　1．ATP短縮と塩濃度の関係：成績に見る如く，藥物
を作∫Hさせないglycerol筋1ますべて最大短縮を來たした。
即ち，わオしわれはATP液のNa濃度をO．07～0．4Mの範
園で槍討したが，このllrjで相違を認めず，　glycerol筋はすべ
，て60％前後の短縮を來たしたDA．　G．　SzentGy6rgyi5）は
Na濃度0．O15～0．5Mまで川）．・，本成絞と同檬の1可r見を得
ている。しかし，Sarkar6）は等尺性積朴を用いてATP作
用を検討し，ATP液の1く濃度が0．1～0．2　Mの時最大張力
を発生す’るが，塩濃度がそオしょり低く或いは高くなると発
生する張力は漸次減少するという。これは本成絞並びにA．
制が強度であった。また濃厚旧物で処理したglycerol筋
は塩濃度に関係なくATP短縮を極度に抑制する。しかし，
前処置する藥物の濃度が適当であり“o一・3　M　MIA，0．1　M
Na－pyrophosphate）且つ塩濃度が等張性に近いとき　（0．1
M）は，対照に等しく最大短紺を來たした。
　藥物を作用させたg取cero1筋のATP短縮の速度は，対
照に比して雨除であったが，A．　G，　Szent－Gy6rgyiはpy・
rophosphateその他の藥物を用）1・，同様の所見を得ている。
　丸山：s）は先にglycero1筋のATP短縮に対するAdr．，
MIAの抑制作用を報告したが，それは本報の濃厚白物作用
に一致するものであり，短縮抑制度合も略一致する。また
BozlerS）はglycero1筋♪こ対する比物の作用は，濃度，作用
蒔問が密接に関係することを指摘しているが，本門におい
ても上述の如く，濃度が高く．なると作用が強く現われ，短
縮抑制が弧かつた。
　A．G．　Szent－Gyδrgyi5）は本実瞼と同榛の実瞼を行って
いる。氏の成績によれば，pyrophosphateで処i哩したgly－
cerol筋はATP液の塩濃度が0．04～0．25　Mの陶では60～
70％の最大短縮を來たし，塩濃度がこれより高く或いは低
い場合は極端に短縮は悪く，約10％前後の短縮を來たすに
過ぎないという。しかしてわれわれのpyrophosphateの
成続では塩濃度が0．1Mでは最大短縮を來たすが，　O．2　M，
0．3日目なると短縮は漸次悪くなっている。即ち，氏のい
う如く，塩濃度の少しの変化で極端にぢ英度の抑制を桑する
ことは無かった。この点氏の戌鎧と相違する。しかし，A．
G．Szent－Gy6rgyiも最大短縮を來たす塩濃度の上限界は
．O．19～O．3Mの問で変化するといい，必ずしも上述の如き極
端な別丁が常に得られたのでないことを暗示している。
　わオしわれの用いたAdr，　MIAは酸性の溶液である。即
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ち，、Adr．はpH　3．0前後，　MIAはpH　2．75（10－L’　M）及び
3．38（10－9M）であった。．從って，上述のAdr．，　MIAによ
’る著明な作用は酸の影響とも解．される。かかるpHとATP
短縮の関係．は，目下研藤が詳紬に槍討rlユである．。しかし，
AMの粘度に対する成癒モ9）・を併せ考えるとき，一概に酸の
影響のみとはいい切れないものがある。
　何れにしろ，glycerol筋に対するかかる藥物の作．用の特
徴は，ATP液の塩濃度が低く蜘．・は高いとき．に短日の抑
制が見られることである。かかる．塩：濃度の低い或いは高い
環境は，多くの研究者2、・4）・c，）・s．）によってAMの解離に作用
することが知られている。從って，上記藥物の作用は．口固な
AJY［の結合を緩め，ないし切回するものと考える。．　Szent－
Gy6rgyiは筋肉．ｩらAM標本を取り出す際，　actinとmyo－
sinの結合は漸次異常に弛1化すると述べ，かかる性寧を
hysteresisと称した。從って，」二尉の藥物の作用はAMの
hylsteresisを除去するものと解し得る。これは前町1）に蓮
べた考察を裏附けるものである。
　　　　　　　　　　　　結　　　論
1．glycero1筋のATP短縮を種々の塩濃度の
オ；Li匹晃医誌　＝1954
下で楡討し，かかるATP短縮に対するadrenaline，
monoiodoacetic　acid．及び〕pyrophosphateの影響
を検した。
　　　　　ゆ　　2．91ycero1筋ぽNa濃度0．07～0．4Mの柵で
すべて最大短縮を來た．した．。　　．　　　　　・
　　3．5x10一’i　M　adrenaline，10－3．　M　monoiodo一
　　　　　　　　acetic　acid，　O．1M　Na－pyrophosphateで前処’回し
たglycerol筋ぽ，低塩濃度及び高塩濃度ATP液
による短縮が抑lllllされる。
　　4．薬物濃度を高くしてglycero1筋に作川さ
ぜると，塩濃度に：関係なくATP短縮ぽ著明に抑
制される。しかし，なお・20％前後：の短縮を來たす。
　　　　　コ　　5．以上の成績から，かかる薬物の作用ぽ．gly－
cerol筋のAM結含を緩め，ないし切i斯するもの
であり，gly6erol筋のhysteresis．を除去するもの
と見倣される。
（ll君禾Il　28．12．23受イ寸）
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Summary
　　　A　study　on　the　effects　of　adrenaline，　monoiodoacetic　acid　and　pyrophosphate　for　the
shortening　of　glycerol　extracted　muscle　fibers，　induced　by　ATP　solution，　containing　various
concentrations　of　Na’　was　conducted．
　　　The　results　are　as　follows：　・L・・・…一・…
　　　1）．　Glycerol　extracted　muscle　fibers　show　maximal　shortening　at　each　ionic　strength
　　　　　　　（O．07　一・一〇・4　M　Na’）．
　　　2）．　The　ATP－shortening　of　the　muscle　fibers，　which　are　treated　by　agents，　namely
　　　　　　　5×10一‘M　adrenaline，　10－3Mmonoiodoacetic　acid　or　O．1M　Na－pyropho．R．phate，　are
　　　　　　　inhibited　at・　low　and　high　ionic　strength　with　the　excep．　tion　of　the　above　mentioned
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　range．
　　　3，）．　When　the　muscle　fibers　ai’e　treated　in　these　agents　at　high　concentration，　the
　　　　　　　ATP－shortening　is　remarkably　inhibited　at　any　ionic　strength，　but　yet．20％’
　　　　　　　shortening　was　retained．
　　　From　these　results　as　mentioned　above，　it　is　concluded　that　these　agents　destroy　or
loosen　the　link　between　actin　and　myosin　of　glycerol　extracted　m　uscle　fibers　and　are
responsible　for　the　removal　of　hysteresis．
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